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2019 年 3 月期第 2四半期連結業績予想と実績値との差異 

および通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2018 年 7 月 31 日に公表いたしました 2019 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値と本日公表の

実績値との差異ならびに通期連結業績予想数値の修正について、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想と実績値との差異 

（１）2019 年 3 月期第 2四半期連結累計期間(2018 年 4 月 1 日～2018 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円

183,000

百万円

23,000

百万円

23,000

百万円 

15,000 

円 銭

321.53

今 回 発 表 実 績 値 （ Ｂ ） 170,081 15,188 15,306 9,585 205.46

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △12,919 △7,812 △7,694 △5,415 ―

増 減 率 （ ％ ） △7.1 △34.0 △33.5 △36.1 ―

前 期 第 2 四 半 期 実 績 

（2018 年 3 月期第 2四半期） 
153,834 16,918 16,482 10,666 227.20

 

 

（２）差異の理由 

2019 年 3 月期第 2 四半期連結累計期間の実績値につきましては、主に半導体製造装置事業において、

自然災害の影響による出荷の遅れ等により、売上高が予想値を下回りました。また、利益面につきまし

ても、売上高の減少に加え、自然災害の影響を受けた調達の一時的な混乱によるコスト改善活動の遅れ

に伴う変動費率の上昇等により、予想値を下回る結果となりました。 

 



 
 
２．通期連結業績予想の修正 

（１）2019 年 3 月期通期(2018 年 4 月 1 日～2019 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 

百万円

384,000

百万円

53,000

百万円

51,000

百万円 

37,000 

円 銭

793.09

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 374,000 43,500 42,000 30,500 653.77

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △10,000 △9,500 △9,000 △6,500 ―

増 減 率 （ ％ ） △2.6 △17.9 △17.6 △17.6 ―

前 期 実 績 

（2018 年 3 月期） 
339,368 42,725 41,329 28,507 608.62

 

 

（２）修正の理由 

通期連結業績予想につきましては、売上面では、半導体製造装置事業は前回予想の通期予想値を達成

する見込みであるものの、グラフィックアーツ機器事業において、足元の受注状況からＰＯＤ装置のＯ

ＥＭ販売を中心に減少が予想されます。また、利益面につきましても、第 2四半期連結累計期間の利益

減少やグラフィックアーツ機器事業の売上減少の影響により、前回予想を下回る見込みとなりました。 

 

以 上 


